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　Cang ’

erzi （蒼耳子 ） was 　first　dじscribed 　jn “Shen 　 Nong 　Ben　Cao 　J洫 g （神農本草経）
”

as 　a

medicine 　for　headaches ，　 numbness 　of　body　and 　crick ．　In　most 　of 　the　Chincse　and 　Japanese
Iiteratures，　 cang

，
erzi 　is　 considercd 　to　be　the　fruit　 of 　 Xantkium 　 sirumarium （Compositae ）．

There 　is　only 　one 　kind　of　cang
，
erzi　on 　the　m 乱rkot 　in　 China 　 and 　 Taiwan ，　 but　 in　 Japan

there　are 　two　kinds　of　the　orude 　drug．

　I　studied 　the　false　fruits　of　if．　strumariu 〃z （1），
　X ．　canadense 　（11），　X ．　itaticum　（III）　and

− ，5pinoswm （IV），　 morpho 工ogically ，　 and 　found 　that　 cang
，
erzi 　used 　 in　China 　and 　Taiwan

is　the　 fruit　 of 　（1），　but　it　is　 of 　 either 　（1）　or 　（II）　in　Japan．　Such　characters 　as　the　length
and 　 shape 　 of 　thc　 spike 　 and 　 involucre　 easily 　dcscriminatc　them 　from 　 each 　 other ．

　Keywords − cang
’
erzi ；　false　fruit；　morphology ；　丿Vanthium 　stru 〃 lariunt ；　X ．　canadense ；　丿r．

itaiicunl； ∠Y．　spinOSUIn

　蒼耳子 （Cang
’
erzi）は

， 薬物と して は 『神農本草経』
2）

中品に 棄耳実 とし て 記載 され ［味甘温，主風頭寒痛，風湿

周痺 ， 四肢拘攣， 悪肉死 肌，久服益気，耳口隠明，強志軽身，一
名胡葉，一

名地葵」 と ある．蒼耳子 は 現在 も 『中華

人民共和国薬典』
3〕

に 収載 され て お り，「辛苦温」 で 「散風湿，通鼻竅」 の 効能 が あ り，　「風 寒頭 痛，鼻淵流 涕，風 疹

痰痒，湿痺拘攣」 に 1 冂に 3〜9g を 煎用す る，

　中国 で は 蒼耳子 ｝こ は 占来多数の 名称 が あ っ て，『木草綱日』
4）

巻 15湿草 に 菓 耳 と し て 収載 され，釈名て 15の 名 が あげ

られ て い る．こ れ らの 歴 史 的 な 変 遷 に つ い て は 三 浦 5〕 が 考察 して い る が ，こ れ を一
部修正 し て TABLE 　I　lこ示 す．

　中国で は 1970年代か ら，各地 で 中草薬関係 の 本が あい 次い で 出版 され た ．そ の な か で r上 海常用中草薬』
6＞，『北方

常用中草薬手 冊．g7），『陜西 中草薬 』
s），　 r山西 中草薬 』

9），　 r内蒙古中草薬。［
lo〕，　 r甘 粛中草薬手冊．rl第 2 冊

11），　 r湖 南薬物

志」 第 2 輯
12），『新疆中草薬』

13｝，『全国中草薬彙編』 上 冊
4）

，
『中薬大辞典』 上 冊

15 ）

，J
．
常用中草薬彩色図譜 』

16 ）

，
『河

北中草薬』
17），r湖北中草薬志』11巳），　r青蔵高原薬物図鑑』第 2 冊

19），　r香港中草薬』 第 1輯20），　rCHINESE　HERBS 』
21），

r原 色 漢 薬 と飲片 図鑑 』
22 ），r中薬志 』第 3 冊

23 ）

に は蒼 耳 子が 収載 され て い る．　 こ れ ら の 植物名，生薬名 お よ び その 他

の 薬用部を TABLE 　II に 示 す．また 値物関係 で は 『海南植物志』 第 3 巻
24）

， 『中国高等植物図鑑』 第 4 冊
25），『山東

経済植物』
26）

，
『FLORA 　OF 　TAIWAN 』 Vol ．　IV27），『巾国植物志 』 第75巻 28），『浙 江薬用 植物志』 下冊

2ヨ），『江蘇

植物志』 下冊
30），『福建薬物志．1 第 2 冊

31），『秦嶺植物志』第 1巻第 5冊
32）

， な どに 蒼耳が 収載 され て い るの で ， 植物

名お よび薬 AI　1・こ 関す る記述を TABLE 　III に 示 す，

　−i：記 の 各文献 に お い て は，蒼月：子 の 基 源 植 物は Xanthium 　struinarium 　L （＝IY．　sibiricum 　PATR ．　 cx 　WIDD ．），蒼

耳 ， オ ナ モ ミ （Compositae ）とし て い る．目本 で も『漢薬 の 原植物』
33）

を は じめ ほ とん どオ ナ モ ミを あげて い た が 1意

釈神農木草経』
34）

か ら 日 本 で は X ．eanadense 　 MILL ．オ オ オ ナ モ ミ の 偽果 が 蒼 耳 子 と して 市 場 に 出 て い る こ とに 触 れ，

『原 tSiFl
．
1漢薬図 鑑」 上

35 ）
で
1
ぱ 「1本 市揚品の 蒼⊥｝

．
子 と し て ，

オ オ オ ナ モ ミ の 偽果 が 中国産 の 蒼耳子 と並べ て 図示 され て

い る．さ ら に 冂木 で 地方別 に 出版され て い る薬用植物 の 本
36）

の な か で ，『群馬 の 薬草 』
37），『原色長ll奇の 薬草』

38）
お よ び

『続岡山の 薬草』
39）

で は ，オ ナ モ ミの 損 で オ オ オ ナ モ ミ と明記 し て オ オ オ ナ モ ミ の 写真を 出し て い る が ，
『薬草カ ラ ー

（230 ）
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TABLE 　I．　 Synonyms　of 　Cang ’

erzi　 in　 Old　Chinese　 Literatures

Literature Name

　

　

　

　

　

　

物

事

　

　

　

民

　

経

詩

楚

爾

四

広

詩

博

記

　　経

　　辞

　　雅

口　令

　　雅

義　疏

　　誌

　　珠

巻耳

葹

蒼 耳，蕃耳

：愆予

常思 ， 胡菱

爵耳 ， 耳璢

羊負来，胡恵子

選賢菜

経

草

日

草

本

綱

本農

経

草

神

図

本

薬耳実 （藁耳），胡彙，地葵

道人頭

猪耳 ， 喝起草， 野茄 ， 繰糸草

TABLE 　II．　 Names 　 of 　 the　Plant　 and 　Drug 　in　 Modern 　Chinese 　Literatures

Literature
Plant　 namc

Name 　Synonym N 乱 me

上海常用 中草薬（1970） 荅耳　　 藁耳

北方常用 中草薬手 III｝（1971）

陜 西中草薬（1971）　　　　 荅耳

山 西 中草薬 （1972）

内蒙古中草薬（1972）

廿粛中草薬手冊 2 （1972）

沽月南薬物志 2 （1972）

新彊 r†1草薬 （1975）

荅 耳 　 猪 耳 ， 地 葵

耳

耳

蓋

蒼

菴耳

全国中草薬氾編上（1975）　　莟耳

中薬大辞典上 （1977）

常用中草薬彩 色 図譜（1977）

河北中草薬（1977＞

鴨目ゴ匕1卜「草薬 1　（1978）

蒼耳

耳

耳

耳

蒼

荅

莟

青蔵 高原薬物 図 鑑 2 （1978）　莟耳

香港中草薬 1 （1978）

Chinese 　herbs（1981）

原色漢薬 と飲片図鑑 （1982）

中薬志 3 （1984）

蒼耳

耳

耳

蒼

蒼

中華人民共不μ悶薬典 1 部　　荅耳

　（1985）

荅耳子

莟月
：
子

蒼耳矛

莟 耳子

蒼耳子

荅 耳 子

蒼耳

莟耳子

蒼耳

荅耳子
cang 　er 　zi （《貴州 民間方葯集》），

（
《千金 ・
食治》 ）雌難黜 ），響摯：

蒼耳子

莟耳子

莟耳子

蒼耳

藁耳

蒼耳子

荅耳子

莟耳子

　　 Drug 　name

　　　　　　　　　　　　　　　　 Other　 usage

　　　　 Synonym

野芥子，野落ガ，野老鼠子，河刺　荅耳草， 莟耳虫
娠，河其婦，歹青子 ， 狗耳条草 ，

野茄椥

蒼子，老蒼子

莟裸子，莟耳羨藜　　　　　　　　荅耳根，莟耳茎，
　　　　　　　　　　　　　　　 吋

一

葉耳 子．荅子 　 　 　 　 　 　 　莟耳茎，叶

葉耳，刺几苗　　　　　　　　　 茎叶 （蒼耳草）

　　　　　　　　　　　　　　　 荅耳全草

餓燭蝗，野紫爪，羊屎草，野茄子，莟耳根，莟耳茎叶

野 芳 桷，羊屎 果顛，道入訣，猴子椥，
痴美婆，虱 麻共

莟耳子 ， 老莟子 ， 莟子，藁耳，蒼　蒼耳草
刺美

毛莟子 ， 痴美猛 ， 羊制 ヨ　　　　 莟耳草 ， 莟 耳 蠹 虫，
　　　　　　　　　　　　　　　 荅耳根

【＃名】　彙耳実 （《本経》），牛虱子　莟耳 ， 莟耳花， 莟

　　　　　　　　　 胡寝子（《葯　耳恨 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　莟耳蠹虫
　　　　　　　　　　　 棉螳螂
　　　　　　　　　　　 胡荅子

（《東北葯植志》），餓虱子 （《广西 中
葯志》），荅裸子，蒼耳茨藜（《陜 西

中草葯》）

野茄子，刺兒裸，敝子

荅子，莟耳茨藜

藁耳，非帆 果

蒼耳子，蒼耳 草，黐 頭 婆 ， 老蒼 子

葉耳子

荅耳実 （本経），野茄子（網 目），老

莟子（東北）， 刺 几裸 （河南），荅耳

羨藜（陜 西）

茎 及葉也可供薬用

荅耳裸，蒼耳草

茎，叶也 可作葯用．
蒼耳蠹虫

齢 气茅欝糊
　　　 中品

（231 ）
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TABLE 　IH ．　 Names 　 of 　 the　 Plants　 in　 MQdern 　 Chinese　 Litcratures

Plant　 na 皿 e
Literature

Namc Synonym
Drug 　name

海南植物志3 （1974）

中国高等植物図鑠 4 （1975）
山東経済植物（1978）
刊 or乱 of 　 T乱iwan（1978）

中国殖物志75（1979）

浙江薬用植物志下 （1980）

江蘇植物志下 （1982）

福建薬物志2 （工983）

秦嶺植物志 1−5 （1985）

荅耳

荅耳

蒼耳

蒼耳

莟耳 （尓雅）

蒼耳

蒼耳

荅耳

蒼耳 （尓雅）

巻尓 ， 莫耳

虱 麻美 ， 老巷子 ， 青棘子

蒼子 ， 莟子楳 ， 莟耳子（全省通祢）

別名 ：蕣耳 （本草経）， 粘ヌこ婆 ， 虱 弓美 （广

州），莟耳子（四 川，云南，河南，「II東，山

西，東北），老蒼于 （迂宇，江西，河北），
野茄 子 ， 敝子 （東北）， 道人叉，刺八裸 （河

南），荅浪子，綿荅浪子，羌子裸子，青棘
子 （江芳），拾子 （安徽 ），痴訣婆，胡荅子
（湖 南），野茄 （河北），猪耳，菜耳 （廿粛）

荅耳子（通称）

羊帯来 （尤溪及晋江地区，古 田 ），
（福州 ， 南平 ， 7 源）

粘粘葵

茎叶搗燵，淙疥癬，湿 疹，
虫咬等有効 ， 子実力炭汗 ，

利 尿， 排毒葯

｛SJI：子
荅耳子 （果実）

果笑．名莟耳子，全草也入

葯，名E 耳草

荅耳子 ， 茎叶

全草，果実（荅耳子），蠹虫

果実入葯，全草

・諺κ ．
ノ

「
＼ ゴ．1

． ゼ

驫
衰

f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　　　　　

鬣1駈ll　 2 ！．

i．

7

ノ

灘灣
i

窺
磯

、

噌
強．

　

　

　

5鑾

驫嫐Φ
　 　 　 巷耳 了葯材

1・帯芯苞 的果寒　2．瘰果　3．和 子

　　　　 6

　
　

轟
饗

11

套

嚢
　　　 14

罍驫
9 囓

鑾
10

16

12

13

驫
15

Fig．1．　 Figures　of − antltittm 　Species　 in　Chinese 　and 　J乱pancse　Litcratures

1−12：　丿ranthiUtn　strumarium 　（＝X ．　sibirieum ）；　13，14：　丿r，　c’anadense ；　15：

x ．italicum； 16： x ．　Sl）inosum，

1 ： 中薬志； 2 ： 中岡植物志 ； 3 ： 秦嶺植物志 ； 4 ： 山 東経済植物15 ：北方常

用中草薬于冊； 6 ： 中薬大辞典； 7 ： 海南植物志； 8 ： 湖北中草薬； 9 ：上海常

用 i．1．1草楽 ； 10： CHINESE 　HER ．BS； 11： FLORA 　OF 　TAIWAN ； 12，13，
15，16 ： 原色 日本帰化植物図鍔i； 14 ： 続 日本植物図譜

（232 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

図鑑』
40）
，r信州 の 薬草』

41 ＞，『静岡県身近 な薬草』
42），『宮城県 の 薬草』

43 ），　 r秋 田薬草図 鑑』
44 ）

，
『徳 島県薬草図 鑑』

45 ）

お

よ び 『図鑑 ＆ 薬効 土 佐 の 薬草』
46）

で は ， オ ナ モ ミ と して オ オ オ ナ モ ミ の 写真 を あげ，説明中 で オ オ オ ナ モ ミ に 触れ，

また オ オ オ ナ モ ミ が生薬と し て代用 され る こ とを述べ て い る もの もあ る．また r山梨 の 薬草』
47）

で は オ ナ モ ミ とし て

X ．　italicum　MORETTI イ ガ オ ナ モ ミ の 写真 を掲載 し て い る．さ らに 『彩 色 写生図 日本 の 薬用 植物 〔生薬〕』48）お よ び

『原色 日本薬用植物図鑑』
49）

は い ずれもオ ナ モ ミ と し て ， 植物 ， 生薬 と もオ オ オ ナ モ ミを収載 して い る．

　こ の よ うな混乱がみ られ る の は ，た とえ ば牧野寓太郎が 『国訳本草綱 目』
50〕

で 「其植物上 ノ 形 態上 カ ラ観 テ 藁耳 ハ

実 こ ぎ く科中デ異彩 ヲ 放 ツ タ モ ノ デ ア ル ．其花部 ノ状態ハ普通 ノ ぎ く科 品 トハ 大 二 趣 ヲ 異 ニ シ テ 居 ル 」 と註記 し て い

る よ うに ，
Xanthi“ m 属植物 は 形態的 に は な は だ特 徴があっ て ，そ の た め に 近似種 間 の 鑑別 に 注意が払わ れ ず，安易

に 見過 ご されて い る か らで あ ろ う．上 記の 中国の 諸文献 お よ び 日本 の 『漢薬 の 原植物』，順 色 日本帰化植物図鑑』
51），

『日本植物図譜』
52）

お よ び 『続 日本植物図譜』
53｝

に 収載す る 蒼 耳 子 と，オ ナ モ ミ，オ オ オ ナ モ ミ，イ ガ オ ナ モ ミ，X ．

spinos 〃 m 　L ト ゲ オ ナ モ ミ の 偽果 の 図を Fig．1 に 示す、

　市 場 晶 の 蒼耳子は ，n木で は 1960年代 の 後半頃 か らオ オ オ ナ モ ミ と思 わ れ る生薬が 出 まわ っ て い るの で，本研究 で

は こ れらを外部お よ び 内部形態学的 に 検討 し，形態 Eで こ れ らを簡単に 鑑別 で き る こ とを 明 ら か に した ．

実　 験 　 の　部

1．材　　料

1．　 市 場 品

大阪市場 品 （岡 山 県海岸産） 1966年 6 月 入 手．

大阪市場品 （神奈川県産）1966年 11月入手，

大阪市場品 （中国地方産） 1967年 3 月入手．

東京市場品 （四 国産） 1966年 1i月入手，

台北市場品 （生元薬行扱）1979年 5 月 入 手．

台北市揚品 （神州太乙 堂扱） 1982年 7 月入 手，

大阪市場品 （中国産） 1996年 4月 入手．

大 阪 市場 品 （中 国産） 1986年 5 月 入 手，

2． 参考標本

Xanthiu ’η 5tr〃 narium 　L ．オ ナ モ ミ

熊本県阿蘇郡
一の 宮町 宮地　1970年 10月採集，

　 tt　　 lt　西 原村大切畑　1984年 10月採集，

　 〃　　 〃　 阿蘇町下 ノ原　1985年10月採 集，

　 〃 　天草郡竜 ケ 岳町樋島　1971年 8 月採集．

台湾鶸 鑾 鼻　1979年 5月 採 集．

台湾中国医薬学院薬用植物園 （台中市）栽植 　1982年 7 月入 手．

中国上 海市七
一

人民公社　 1978年 10月入 手，

中国南昌市労働大学構内　1978年 11月 入 手．

X ．canadense 　MILL オ オ オ ナ モ ミ

熊本県玉 名市高瀬　1965年 11月 採集，

　 〃　　 St　 小島　1967年 3 月採集．

熊木大学薬学部附属薬用植物園 （熊本 rli）栽値　1985年 10月採集．

中国上 海市七
一

人民公社　1978年10月入 手，

中国南昌市労働大学構内　1978年11月入手．

X ，itatic’ltm 　MORET ，イ ガ オ ナ モ ミ

静岡県産　1968年10月入 手．

静岡 県下 円 市　1981年10月採集．

北九州市産　 1970年 11月 入 三ア．

X ．spinOStttn 　L． ト ゲ オ ナ モ ミ

山 形 県 産　1967年 2 月入 手，
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　II．外部形態

　Xanthium属植物 は ，雌花 の 総包が 長楕円形 の 生 状 で ， 花後生長 し て 2 個 の 果実 を 中 に 含 み ，表面 に は 鉤刺が あ

る
23）．

　オ ナ モ ミ の 成熟した 総包は楕円 形
〜長楕円形 で ，長 さ 10〜12mm ，先端 に 長 さ 1．5〜2mm の 2 嘴が あ る．表面

の 鉤刺は や や疎〜やや 密 に あ っ て ，長 さ L5 〜2　mm ，ル
ーペ 視すれ ば 総包 の 表面 お よ び 鉤刺の 基謝1に は 長 毛 と腺体

が密生す る。先端 の 2 嘴 は 必ず し も直線状 で は な くて ，内曲す る こ と もあ り， か つ 2 嘴が密着あ るい は分離す る の は

総包 に よ っ て 異 な り
一

定 して い な い 。表面 と鈎刺， 2 嘴は と もに 淡黄褐色〜灰 黄褐色で ある ，果実は 長楕円形〜楕 円

形 で
， 中央部 が最 も幅が広 く， 両端が 尖 り， 内側は 平 らまた は やや凹み，外側は 膨 らむ，長 さは 7〜9mm

， 幅 3．5〜

4．5mm ，厚 さ 2〜2．5mm で，先端に 長 さ L2 〜L4mm の 刺 が あ る，外面は 黒色，光沢 は な く，ル ーペ 視すれ ぽ

縦 に し わ が ある ．先端 の 刺は 究 の 1f2〜2／3の 部分が 帯褐色 で ある ．種子 は 全形ほ ぼ果実に 類す るが ， 先端 は 鈍頭 ， 基

都 は 円形，長 さ 6〜8mm
， 嘔 3〜3．5mm

， 厚 さ L2 〜1．8mm
， 全休淡褐色 で あ るが ， 基部は 褐色 lc彩 られ る こ と

が あ る．表面に は粗い 縦しわ が明らか に 認め られ る．

　オ オ オ ナ モ ミ は 総包 の 大 きさに か な りの 変異 の 幅 が あ るが，多 くの 個体 は 形が長楕円形〜狭長楕円形で ， 長 さ 13〜

18　mm ，先端 の 2 嗾は 長 さ 3〜45 　mm で あ る．表面の 鉤剌 は や や疎〜や や密Fこ あ っ て ，長 さ 3〜3．5mm ，ル ーペ 視

すれ ば 総包 の 表 面 お よび 鉤刺 の 基 部に は 長毛 と腺体が 密生 す る もの が 多い が，少 な い もの もあ る．先端の 2 嘴が 多様

な 形状 を 示 す の は オ ナ モ ミ と 同 じ て あ る．総包 の 表而，鉤刺 と も灰褐色〜黒褐色 で あ る．来実は 卵状楕円 形〜
長楕 円

形 で，中央 よ り基 mSlc近 い と こ ろ が 最 も幅が 広 く，両 端が 尖 り，長 さ 10〜16mm ，幅 4〜5．7mm ，厚 さ L2 〜2．3

mm で ，先端 の 刺は 1．5〜3mm で あ る．両面の 膨らみ お よ び 色調は オ ナ モ ミ とほ とん ど同 じで あ る．種子は 長楕円

形 で，先端 は 円頭，基 部は 鈍端 ， 長 さ 8．2〜13．2mm ，幅 2．8〜4．5mm ，厚 さ 1〜2　mm ，黄褐色 で ある ．

　イ ガ オ ナ モ ミ は 全 体大 き く，総包は 長 楕 円形 で 長 さ 工9−−21　mm ，先端 の 2 嘴 は 5〜6　mm
， 表面の 鉤刺は 密に あ っ

て ，長 さ 4〜5mm ，ル ーペ 視すれは 表面 お よ び 鉤刺 の 基部か ら1／2〜2／3まで 腺毛 と長毛 が著し く密生す る．総包 の 表

面 ， 鉤刺と もに黄褐色〜黒褐色で ある ．果実 は卵状披針形 で 両端 が 尖 り，長 さ 12〜19mm ，幅 4−−5　mM ，厚さ 1．5

〜3mm ，先端 の 刺 は 長 さ 3〜5　mm で あ る．種子は 狭長楕冂形〜披針形で
， 先端は 円頭 ， 基部 は鈍端，長さ 11．5〜
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一 一

　 〇．5 

　　　　　　　　 Plate　2．　Spike　of 　Jrantl｝ium　Species

1： ．￥anthium 　strumarit ｛m ； 2 ： X ，（ianadense ； 3．．￥．　ita”α 撒 ； 4∴ Y．　sp’nos ’uua ．

TABLE 　IV．　 Morphological 　 Cbaracteristics　 of　Xanthium 　Species

Involucre

Length
（mm ）

Diameter
　〔mm ）

Weight

　（9）

　Length 　of
beak−shaped

prinkle （mm ）

Length 　of

prinkle
　（mm ）

N ，5trumar 〜♂‘〃〜

x ，canadense

x ，ita’ieu〃 1

X ．spi刀 osum

10−1213
−1819
−2110

4−57
−・95
−63

，7

0．08−O．13

0．15−O．17
0，33−0，37

1．5−2

　 3−4．5
　 5−6

　 0，6

1．5−2

　 3−3．5

　 4−51
．9−2．6

Fruit Seed

・嘸 一 體 灘 聡 ・聯 一 嬲 器嗇夕総
X ・・一 翩 ・11i・・i・ black 　 7−93 ．・−4，52 −2．・ ・王lip・i・ ‘器 6−8 　 3−351 ．2−1．・

X ・・磁 … 黜 。

b
撒

’shl
・−16 ・−5・71 ・2−2・・ 罰鈷1、、　 b− ・・2−13・・ 2・・−4・51 −2

」￥，italicum　　lancoolate　black　　　I2
−19　　　4−5　　 1．5−3　 1anccolate　brown　l　I．5−18．5　3．5−4，5　1．5−2，5

185mm
， 幅 3．5〜4．5mm ，厚さ 1．5〜2．5mm ，帯黄褐色 で ある ．

　 トゲ オ ナ モ ミ は総包は 長楕円形 で ，長 さ 10mm ，幅 3．7mm ，先端 ｝こ 顕著な 2 嘴 は な く，鉤刺は密｝こ あ っ て ，長

さ 2．5mm で ほ ぼ そ ろ っ た 形状 を 示 し ， 先端 の 鉤 の 部分 が 鮮黄色 で ある，

　各種 の 総包 とその 横切面，果実，種子を Plate　1 に示 す．また鉤刺の 走査型竃子顕微鏡 に よ る 写真を Plate　2 に

示す．さ らに 各種 の 総包，果実，種子 の 形状を TABLE 　IV に 示 す．

　III．内部形態

　it／antlzi”m 属植物 の 成熟 した 総包を 中央 部 で 横切 す る と ， 先端 の 2嘴 を結 ぶ 線 に 直交す る 位置に ，総包の 中隔 が あ

っ て 2 室に 分か れ る．各室 に は 1個 の 果実 が あ り，その なか に は 1 個 の 種子がある
23）．種子 は ふ つ う成 熟し て い る．

　オ ナ モ ミ の 総包 の 横切面 （Fig．2−1）を 検鏡す る と，総包 （Fig．2−6） は 厚 さ 約 500 μm ，外 面 に 長 さ 180〜430 μm

の 多細胞毛 （hm ） と，長 さ 70〜290μm の 多細胞か らな る腺体 （hg） が や や 密 に ある，多細胞毛 （Fig．2−3，4） は 6
〜10個 の 細胞が 1列 に 並 び，先端 は 尖 り，内容物 は ほ とん ど認 め られ な い ．腺体 （Fig．2−3，5） は 細胞が 2列 に 並 び，
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　　　　　　　　　　　　 Fig．2．− a 刀読’麗〃 1　 struma 厂ium 　L．

1，2： cross 　section 　of 　involucrc；
5： glandular　hair； 6： cross 　section 　of　involucre； 7 ：

section 　 of 　 seed 　 coat ；　9： cross 　section 　of 　 cotyledon ；

11： collenchymatous 　 celi； 12 ： 00ntent 　of　cotyledon ，

10

L甫」 1−．
炉 ＿一　　　　　　　魚

．

司

1難
　　　 12

「
　

吻

−
ー．
一

−

−

1

酬、
ー

3： surfacc 　view 　of 　involucre；　4： multicellular 　hair；

　　　　　　　　 cross 　section 　of 　fru｛t　coat ；　8：　cross

　　　　　　　　　　工0： surface 　 vlow 　of 　fruit　coat ；

柄部は 3 〜7 ，嚢部 は 4 〜6 の 細胞か らな り，裳中
／iこ は 黄褐色〜茶褐色 の内容物が多い ．多細胞毛 と腺休 は 総包 の 表

面 お よ び鉤刺 の 基部に も認 め られ る．総包 の 外層 の 表皮細胞 （epu ） は 長方形 で お よそ 幅 30μm ，厚 さ 24μm ，上面

は薄い ク チ ク ラで被わ れ て い る．そ の 下 に 3〜5層の 柔細胞 （p）があ り，径 33〜48 μm ， こ の な か に は茶褐色 の 内

容物 を 含 む 細胞が あ る．さ らに そ の 下 に 径 5〜10 μm ，長 さ 600〜650 μm で 木化 した 厚膜細胞 （sc） の 層が あ っ て ，

厚さ 120〜180μm で 2 層か らな り， 外層 は 総包の 長径方向に ，内層は 接線方向に 並 ぶ ．こ の 2 層 の 間 に 縄管束 （vb ）

が あ り，長径方向に走行す る．維管朱は 扁圧 され た 楕円形
『
（，径 9〜12μln の らe ん 紋道管が 2〜3列で横に連な り，

そ の 両側 に 間隙が あっ て ，篩管 は 完全 な形 で は 認 め が た い ．厚膜 1：1亅1胞 層 の 内側1，こ は 3 〜4 層 の や や扁圧 され た柔細胞
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2： cross 　section 　of 　involucre；　3： surface 　vlew 　of 　involucre；
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vb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4 ： 皿 ulticellular 　hair；
5：　glandular　hair；　6：　cross 　section 　of 　involucre；　7 ：　cross 　section 　of 　fruit　coat ；　8 ：　cross

section 　 of 　 seed 　 coat ；　9 ： cross 　 section 　 of 　 cotyledon ；　工0： surface 　 view 　 of 　fruit　 coat ；

11： collenchymatous 　ce11；　12： content 　of 　cotyledon ，

（p） が あ り，その 下に 幅 14〜19 μm の 表皮｛illl胞 （epl） が あ る， ま た 果実を入れ る 2 室 の 中隔 （Fig．2−2） は 総包 に

2 層 あ る厚膜 細胞 層 の 内 層 の 延 長 で ， 厚 さ約 150μm ，厚膜細 胞 は 内 層 と同 じ方 向 に 並 び ，そ の 両 側 に は 総包 内側 の

柔細胞 と表皮細胞が連続 して認め られ る．中隔で は維管束 は中間 に 点在す る，

　果 皮 の 中央部 の 横切而 （Fig．2−7） で は ，全体 の 厚 さは 50〜60 μm で ，表皮細胞 （ep ）は や や厚膜 化 し た方形 で ，

幅 5〜7 μm ，厚 さ 4 μm ，そ の 外側 は 黒 く着 色 し て い る，外果 皮 （epc ） は 厚 さ 5〜15 μnl て ，木化 した 厚膜細胞

（Fig・241 ）が 1〜 3層か らな る．中果皮 （mec ）は 末熟時 は で ん ぷ ん 粒を含む柔細胞 であるが ， 成熟時は厚さ 15〜
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　　　　　　　　　　　　Fig．4．　 Xanthium ’taticum 　MORETTI

1，2： cross 　section 　of 　involucre； 3： surface 　view 　of 　involucre； 4： mlllticellular 　hair；
5： 9Iandular　hair； 6： cross 　section 　of 　involucre； 7： cross 　section 　of 　fruit　coat ；　8； cross

section 　of 　seed 　coat ； 9： cross 　 section 　of 　cotyledoll ；　 10： suTface 　 view 　of 　fru虻t　coat ；

11： collenchymatous 　cel1 ； 12： contont 　of 　cotyledon ．

lrl十 一 vb

翻

20 μm で 間隙の 多い 細胞層 と なる．内果皮 （enc ）は 1層 で ある ．果皮を表而視 （Fig．2−10）す る と，未着色部が や

や 規則的に 並 ん て 認 め られ る．

　種子 の 中央部 の 横切面 （Fig．2−8） で は ，奈体 の 厚 さ 50〜60 μm ，表皮細胞 （epu ）は 不 整 の 方形 で薄膜， 外面 が

や や厚い ．柔細胞 （p） の 層 は 14〜18μm で ，内側 の 表皮細胞 （epl） は 径 20〜25μm で あ る．維管束 は 柔細胞 の

（238 ）
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TABLE 　V ．　 Anatomical 　Characteristics　of 　Xanthi” m 　Species

Involucre

孅 響響
Epidermis Parenchyma Sclere皿 chyma

X ．strumarium 　　500

．Y ．　canadense 　　 800
− ・italicum　　　　　　700

150　　　工80−430　　　　70−290
200　　　200−350　　　　80−150
工50　　　　150−800　　　　100−300

闇 聡 磯 欝嚇
‘

鞴
055り

」

4、

4

45523

凸
」

3−5　　　　33−48
4−6　　　 35−52

8−14　　40−50

120−180　　　　5−10

270−320　　　10−15

150−300　　　　15−30

Fruit−coat Seed

EpidermisPericarp 　　 Mesocarp 　 Seed−coat 　Cotyledon 　sp．　tissue　　 Palljsade　tissue

T
糟 L ・y・・　

T

欝
sT

幣
T
騨

T
糖 際鍵鸞 瀞

丿r．stru 〃 lariu 〃 1　　 50−60

」￥。eanadense 　　 80−90
X ．ita’た配〃z 　 　 gO−IIO

1−3　　　25−30
3−5　　 50−60
5−6　　　60−70

15−2020
−2525
−35

50−・60　　　680−720　　　25−40
70−85　　 1200−1300　　 40−55

80−90　　 1200−1400　　 40−60

工O−158
−1010
−15

45−5250
−9025
−35

中を 縦走す る．

　子葉 （Fig．2−9）は厚さ 680〜720μm ，両側に 1層の 表皮細胞 （ep ）が あ り，海綿状組織相当部 （sp） の 柔細胞 は

径 25〜40 μm ，柵状組織相当部 （pa） の 柔細胞は 幅 10〜15 μm ，長 さ 45〜52μm である．こ の 2種 の 柔絅胞 （Fig，
2−12） に は 径 5〜15 μm の ア リ ＝．

一ロ ソ 粒 （ag ） が 含 ま れ，その 間 に 油 滴 （o ） が 散在す る ．

　オ オ オ ナ モ ミ の 総包の 横切面 （Fig．3−1） で は 各 層 の 細胞 の 配 列 は オ ナ モ ミ と ほ ぼ 同 じ で あ る．総包 （Fig．3−6＞ は

厚さ約800 μm で ，外面 と鉤刺 の 基部に 長 さ 200〜500μm の 多細胞毛 （hm ） と 100〜250μm の 腺体 （hg） が あ る．

多細胞毛 （Fig．　3−3，4）は 基部が 2 細胞列 で 太 く鋭尖頭 の もの と， 1細胞列 の もの と の 2種 が 認め られ る ．表皮細胞

（epu ）は お よそ r隔 45 μm ，厚 さ 35 μm で あ る．直下の 柔細胞 （p）は 4 〜 6層で ， 径 35〜52 μm で あ る．厚膜細胞

（sc）は木化 して ・ 径 10〜15μm ，長 さ 600〜650μm で，2層は それ ぞれ 270〜300 μm で あ る．維管束 （vb ）に は

径 12〜14μ皿 の らせ ん 紋道管が あ り，ま た 1−P隔 （Fig．2−2） の 厚膜細胞層 の 厚さ は 約 200　pm で あ る．

　果皮 （Fig．　3−7） は 全体の 厚さ 80〜90 μm ，表皮細胞 （ep ） は幅 4〜8 μm ，厚さ 4 μm ，そ の 外側 の 黒い 着色層は

オ ナ モ ミ よ りや や厚い ．外果皮 （epc ） は 厚 さ 38〜42μm で ，厚膜細胞 （Fig，3−11） は 3 〜5 層，外層ほ ど著 し く

厚膜 とな り木化 し て い る ．中果皮 （mec ）は厚さ 20〜25 μm ，と こ ろ どこ ろ に 間隙があ る，内果皮 （enc ） は 1 層か

らなる ．果皮 の 表面視 （Fig．3−10）で は，未着色部が 連結 して ひ ょ うた ん型 に な っ た もの が 多 い ，

　種皮 （Fig．3−8） は厚さ 70〜85 μm ，衷皮細胞 （epu ） は 内 側 に 凸 出 し て お り，柔 細 胞 （p） の 層 は 45〜52 μm ，内

側の 表皮細胞 （epl ） は 径 38〜42μm で ある，

　種子 （Fi9．3−9）は 子葉の 厚さ 1．2eO〜1，300μm ，海綿状組織相当部 （sp ）の 柔細胞 は 径 40〜55 μm ，柵状組 織相

当部 （pa） の 柔細胞 は 径 8〜10 μm ，長 さ 50〜90μm で あ る．柔細胞 （Fig，3−12）に は ア リュー卩 ソ 粒 （ag） と油

滴 （o）を 含む，

　イ ガ オ ナ モ ミ も総包 の 構造 は 基本的に は前2 種 と同 じ で あ る．総包 （Fig．4−6） は 厚 さ約 700 μm ，外面 に は 長 さ

150〜800μm の 多細胞毛 （hm ）と長 さ 100〜300 μm の 多細胞 か らな る 腺体 （hg）が密セこ あ る．多細胞毛 （Fig．4−3，
4） は某部が 2 細胞か らな り， 7〜20細胞あ っ て ，黄褐色 の 内容物が ある．腺休 （Fig．4−5） は 2 細胞列で 先端の 嚢 は

大 きく， 外被が 破 れ て い る こ とが 多 い ．こ の 毛 と腺体は 前 2種 に 比 して 著 し く顕著で ，と くに ル ーペ 視す る と き鉤刺
お よ び嘴 に お い て 目立 つ の で ， 他 種 と区別す る の に よ い 指標 と な る ，表皮細胞 （epu ）は お よそ 幅 45 μm ，厚 さ 35

μm で ，直下 の 柔細胞 （p）は 8 〜14層，径 40〜50μm で あ る，厚膜細胞 （sc） は 木化 して ， 径 15〜30 μm ，2層

の うち外層 は 長径方向の 細胞群が 大 きな束 と な っ て い る．内層は 接線方向に 並 ぶ．また 巾隔 （Fig，3−2）の 厚膜細胞層

の 厚 さ は 130〜 170μm で あ る ．

　果皮 （Fig・4−7）は 全体 の 厚 さ約 130μm ， 表皮細胞の 内側に黒い 着色部があ り，外果皮 （epc ）の 厚膜細胞 （Fig・

（239）
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4−11） は 5 〜6 層あっ て
， 外層 ほ ど 厚膜化 が 署 し い ．i十i厚皮 （mec ） は 厚 さ 25〜35μln で 間隙が 多 い ．内果皮 （cnc ）

は 1 層か らな る．果皮の 表面視 （Fjg．4−10） で は ，木着色部が 2 個連結 し て や や 規 貝rl的に 並ぶ ．

　種皮 （Fig．4−8）は 厚 さ 80〜90μm で ある．

　種子 （Fi9，4−9） は 子葉の 厚 さ 1，200〜1，400 μm ，海綿状組織相当部 （sp ）の 柔細胞は 径 40〜60 μm ，柵状組織相

当部 （pa）の 柔細胞 は径 10〜15μm ，長さ 25〜35 μm で あ る．柔細胞 （Fig．4−12） に は ア リュー
ロ ン 粒 （a9）と 油

滴 （o ）を 含 む，

　オ ナ モ ミ，オ オ オ ナ モ ミお よび イ ガ オ ナ モ ミ の 内部形態を Flg．2〜4 ｝こ 示す．ま た そ の 計測 値を TABLE 　V に 示

す．

考 察

　オ ナ モ ミ，オ オ オ ナ モ ミ， イ ガ オ ナ モ ミ 3種 の 総包に 包 ま れた 偽果 の 形状をみ る と ， まずイ ガ オ ナ モ ミは 総包全体

が 大 形 で ，鉤 刺お よ び 先端 の 2 嘴に ま で 著し い 腺体 が密生す る こ とに よ り， 明らか に 区別 で きる．オ ナ モ ミ とオ オ オ

ナ モ ミは 総包 の 大 きさ も異な るが ， 鉤刺が明 らか に 違 うの で ，カ ッ トされ た 生薬に お い て も鑑別 は 困 難で は な い ．市

場品は 巾国お よ び 台湾産 の もの は すべ て オ ナ モ ミ で あ b， 日木で 採取され た もの は オ オ オ ナ モ ミの み で ， オ ナ モ ミ あ

る い は イ ガ オ ナ モ ミ の 混入 は な か っ た ．今後蒼耳子 が 中国か ら輸入 され る よ うに なれ ぽ，オ ナ モ ミが用 い られ るで あ

ろ う．し か し 日本 で 採取 し よ うとすれ ば ， 在来種 の オ ナ モ ミ は か な り少な くな っ て お り，帰化植物 の オ オ オ ナ モ ミ の

旺 盛 な繁殖力か らみ て ，オ オ オ ナ モ ミ が 続け て 用 い られ，さ らに は イ ガ オ ナ モ ミ も混入す る 可能性が 考 え られ る．な

お トゲ オ ナ モ ミは ，植物体 お よ び 偽果 の 形状が 他 の 3種とか な り異 な り， 日本 に お け る 帰化もわ ずか で ある か ら，市

場品 に 混入す る こ とは な い と思わ れ る．
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